
『
楚
辞
章
句
』

引
書
考

は
じ
め
に

宮

野

直

也

現
存
最
古
の
楚
辞
の
注
釈
室
田
で
あ
る
後
漢
の
王
逸
の
『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
中
に
は
、
百
九
十
一
筒
処
に
及
ぶ
書
名
を
明
示
し
た
引
用

値
を
有
す
る
。

の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
引
用
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

が
含
ま
れ
て
い
る
。
『
楚
辞
章
句
』
の
成
立
は
後
漢
の
中
期
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
引
用
は
文
献
学
上
の
資
料
と
し
て
少
な
か
ら
ぬ
価

王
逸
本
人
及
ぴ
『
楚
辞
章
句
』
に
対
し
て
、
新
た
な
角
度

か
ら
光
を
当
て
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
か
ら
全
て
の
引
用
文
を
抽
出
し
て
「
楚
辞
章
句
引
書
表
」
を
作
製
し
て
付
載
す
る
と
と
も
に
、

れ
に
基
づ
い
て
王
逸
の
注
釈
の
性
格
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
中
に
引
用
さ
れ
た
書
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
さ
れ
た
回
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

易

16 12 

一一一」

尚
書

-251ー
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宮野 r楚辞章句」引書考

尚
書
序
*

詩干し

* 
ー
し
戸
』
*

4
4

‘=一一
-n

周
官
*

春
秋

(2)

左
伝

孝
経

論
語

爾
雅
*

河
図
括
地
象
*

春
秋
考
異
郵
*

山
海
経
*

外
伝

司
馬
法

f云
* 

列
仙
伝
*

呂
氏
春
秋
*

* 
2 

ロ
種
間
回

100 1 1 

広
義
の
平
」

2 1 7 1 12 4 
LJ 

緯
書

2
種

3
回

4 

そ
の
他

1 l 2 1 1 

-252-

総
計

お
種
問
回



孟
子
*

種

L 

1 

帝
繋
*

4 

相
玉
書
*

1 

爵
大
伝
*

1 

No.1 

准
南
子
*

11 

陵
陽
子
明
経
*

1 

Vol. 11 

経
及
ぴ
経
に
準
ず
る
書
物
は

『
漢
書
』
芸
文
志
・
六
芸
略
の
順
序
に
従
っ
て
排
列
し
、

そ
の
後
に
緯
書
を
付
し
た
。
そ
の
他
の
書
物

1990 

は
、
書
名
の
第
一
字
の
筆
画
順
に
並
べ
た
。

一
見
し
て
気
付
く
の
は
、
『
詩
経
』
の
引
用
回
数
が
百
回
、

全
体
の
五
十
二
%
と
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
で
多
い
も

。a
F
h
d
 

。，“
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『
易
経
』

の
十
二
回
、
『
書
経
』
の
十
六
回
、
『
論
語
』

の
十
二
回
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
七
回
、
『
准
南
子
』
の
十
一
回
が

の
と
し
て
は

あ
る
が

い
ず
れ
も
『
詩
経
』
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。
引
用
回
数
の
多
い
書
物
は
、

『
准
南
子
』
以
外
は
経
に
属
す
る
こ
と
に
も
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
全
体
的
に
見
て
も

一
九
一
回
の
引
用
中
一
五
九
回
、
約
八
十
三
%
が
広
義
の
経
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

王
逸
は
『
詩
経
』
を
か
く
も
多
量
に
引
用
し
て
お
り
、

し
か
も
篇
末
の
引
詩
表
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
引
用
箇
処
は
『
詩
経
』
全

体
に
迂
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
王
逸
が
詩
経
学
に
精
通
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
立
証
し
得
た
と
思
わ
れ
る
。

『
詩
経
』
の
引
用
数
が
突
出
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
関
し
て
今
一
つ
想
起
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
二
箇
処
で
の
王
逸
の
言
明
で
あ

る

而
屈
原
履
忠
被
譜
、
憂
悲
愁
思
、
独
依
詩
人
之
義
而
作
「
離
騒
」
、
上
以
訊
諌
、
下
以
自
慰
。

(
『
楚
辞
章
句
』
序
)



「
離
騒
」
之
文
、
依
『
詩
』
取
興
、
引
類
警
諭
。
故
善
鳥
香
草
、

以
配
忠
貞
、
悪
禽
臭
物
、
以
比
護
倭
、
霊
僑
美
人
、
以
娘
於
君
、

窓
妃
侠
女
、
以
警
賢
臣
、
札
竜
驚
鳳
、
以
託
君
子
、
瓢
風
雲
寛
、

以
為
小
人
。
其
調
温
而
雅
、
其
義
岐
而
朗
。

(
「
離
騒
経
章
句
」
序
)

屈
原
は
「
詩
人
」
聞
ち
『
詩
経
』
の
作
者
達
の
義
に
依
っ
て
「
離
騒
」
を
作
り
、
「
離
騒
」
の
比
喰
表
現
は
『
詩
経
』
の
「
輿
」
に
依
つ

た
も
の
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
「
離
騒
」
は
『
詩
経
』
と
同
一
の
原
理
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
『
詩
経
』
と
同
等
の
存
在

で
あ
る
、

と
王
逸
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
王
逸
の
見
解
と
、
『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
中
に
お
け
る
『
詩
経
』
か
ら
の

宮野 r楚辞章句』引書考

大
量
の
引
用
と
は
、
当
然
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。

以
下
、
王
逸
の
注
釈
中
に
お
け
る
引
用
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
る
か
を
検
討
し
、

そ
の
分
類
を
試
み
る
。

-254ー

私
の
見
る
所
で
は
、
『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
中
に
お
け
る
引
用
は
、
大
き
く
四
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、
箇
々
の
例
に

つ
い
て
は
、

ど
の
類
型
に
属
す
る
か
決
定
し
難
い
場
合
も
少
な
く
な
い
の
で
は
あ
る
が
。

ま
ず
、
最
も
多
い
の
は
、
楚
辞
作
品
の
本
文
に
登
場
す
る
人
名
、

地
名
、
故
事
、

そ
の
他
の
物
事
に
関
す
る
事
典
的
乃
至
は
辞
典
的
説

明
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
説
明
の
根
拠
と
な
る
用
例
、

と
し
て
の
引
用
で
あ
る
。
こ
れ
を
A
類
と
す
る
。
こ
の
類
型
は
甚
だ
明
白
で
あ
る

の
で
、
ミ
こ
で
は
実
例
を
挙
げ
な
い
。
篇
末
の
引
書
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
節
で
列
挙
し
た
書
名
の
下
に
*
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、

そ
の
書
物
か
ら
の
引
用
が
全
て
A
類
に
属
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

イコ

ま
り
『
楚
辞
章
句
』
に
引
用
さ
れ
た
二
十
六
種
の
書
物
の
中
で
十
八
種
ま
で
が

A
類
と
し
て
の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
経
以
外
の
書

物
で
は
、
『
外
伝
』
・
『
司
馬
法
』
各
一
箇
処
の
引
用
以
外
は
全
て

A
類
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
以
外
で
は
唯
一

『
准
南
子
』
か
ら



の
引
用
数
が
目
立
っ
た
の
も
、

そ
れ
ら
が

A
類
で
あ
り
、
『
准
南
子
』
に
は
楚
辞
と
対
応
す
る
神
話
伝
説
に
関
す
る
記
事
が
多
い
こ
と
で

納
得
し
得
る
。

次
に
狭
義
の
典
故
表
現
、
即
ち
楚
辞
本
文
の
あ
る
字
句
が
、
字
義
通
り
乃
至
は
文
脈
上
か
ら
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
字
句
の
出

典
の
内
容
を
も
荷
っ
た
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

の
指
摘
と
し
て
の
引
用
が
あ
る
。
こ
れ
を
B
類
と
す
る
。
但
し
典
故
表
現
に

No.1 

は
、
出
典
の
内
容
と
は
無
関
係
に
、
表
現
の
み
を
借
用
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
B
類
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て

B
類
に
属

そ
れ
と
も
単
な
る
用
例
の
指
摘
な
の
か
決
定
し
難
い
例
も
あ
る
。
以
下
に
明
白
な
例
を
挙
げ
る

Vol. 11 

す
る
引
用
か
、

。
余
固
知
審
審
之
為
怠

注
・
・
審
審
、
忠
貞
貌
也
。
『
易
』
日
「
王
臣
審
審
、
匪
射
之
故
。
」
@

-255ー

1990 

。
若
青
蝿
之
偽
質
分

鹿児島女子大学研究紀要

注
:
青
蝿
変
臼
使
黒
、
変
黒
成
白
、
以
喰
議
倭
。
『
詩
』
云
「
営
営
青
蝿
。
」
⑪

B
類
に
属
す
る
と
明
白
に
認
め
ら
れ
る
例
は
極
少
数
で
あ
る
。

以
上
の
二
類
型
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
楚
辞
本
文
と
注
釈
中
の
引
用
文
と
の
聞
に
、
字
句
の
上
で
の
明
白
な
対
応
が
存
在
し
て
い

る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
通
常
の
注
釈
に
お
け
る
必
然
性
の
あ
る
引
用
、
換
言
す
れ
ば
本
文
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

有
益
な
引
用
は
、

ほ
と
ん
ど
が

A
類
と

B
類
と
に
収
ま
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
以
外
に
更
に
二
つ
の
類
型
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
楚
辞
本
文
と
注
釈
中
の
引
用
文
が
字
句
の
上
で
は
全
く
一
致
せ
ず
、
内
容
上
の
み
で
対
応
す
る
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
を
C
類
と
す
る
。



。
献
歳
発
春
号

泊
吾
南
征

事
旗
斉
葉
4
7

白
草
生

注
-
-
一
言
、
周
原
放
時
、
事
旗
之
草
其
葉
通
斉
、
白

E
萌
芽
、
方
始
欲
生
。
拠
時
所
見
、
自
傷
哀
也
。
猶
『
詩
』
云
「
昔
我
往
失
、

@
 

楊
柳
依
依
」
也
。

。
有
余
心
其
端
直
4
7

雄
僻
遠
之
何
傷

注
・
・
言
、
我
惟
行
正
直
之
心
、
難
在
遠
僻
之
城
、
猶
有
善
称
、
無
害
疾
也
。
故
『
論
語
』
日
「
子
欲
居
九
夷
」
也
。
@

C
類
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ
る
例
も
少
数
で
あ
る
。

宮野 r楚辞章句』引書考

一
見
し
て
引
用
の
必
然
性
が
了
解
し
難
い
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
楚

辞
本
文
と
注
釈
中
の
引
用
文
と
の
表
現
上
の
一
致
は
一
文
字
の
み
で
あ
り
、
内
容
か
ら
見
て
も
A
類
B
類
と
も
見
な
し
難
い
例
で
あ
る
。

更
に
『
詩
経
』
か
ら
の
引
用
を
中
心
に

こ
れ
を
D
類
と
す
る
。

-256-

。
弱
励
労
而
痔
惇

注
・
・
痔
、
病
也
、
『
詩
』
云
「
我
馬
痔
失
。
」
⑪

。
砥
室
翠
麹

注
:
砥
、
石
名
也
。
『
詩
』
日
「
其
平
如
砥
。
」
⑮

。
循
縄
墨
而
不
頗

注
・
・
頗
、
傾
也
。
『
易
』
日
「
無
平
不
頗
」
也
。
@

。
聾
志
介
而
不
忘

注
・
・
聾
、
与
也
。
『
尚
書
』
日
「
譲
子
稜
契
聾
皐
陶
。
」
@

。
吸
精
粋
而
吐
気
濁
分



注
・
・
気
、
悪
気
也
、
『
左
氏
伝
』
日
「
楚
気
甚
悪
。
」
⑬

。
警
察
4
7
踊
躍

注
・
・
察
、
大
亀
也
。
『
論
一
訪
問
』
日
「
戚
文
仲
居
察
。
」
@

D
類
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ
る
引
用
は
、
こ
こ
で
例
を
挙
げ
た
『
詩
経
』
・
『
易
経
』
・
『
書
経
』
・
『
春
秋
左
氏
伝
』
・
『
論
語
』
か
ら

No.1 

の
引
用
の
み
で
あ
る
。
回
数
は
大
変
多
く
、
殊
に
『
詩
経
』
か
ら
の
引
用
の
大
部
分
は
D
類
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
篇
末
の

H
表
を

参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
は
一
般
に
、
最
初
に
本
文
中
の
一
文
字
に
対
す
る
訓
詰
を
施
し
、

そ
の
後
に
そ
の
文
字
を
含
む
引
用
文
を
挙
げ

Vo1. 11 

て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
引
用
は
、
用
例
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

1990 

と
い
う
こ
と
は
A
類
と

D
類
と
を
い
か
に
区
別
す
る
か
と
い
う
難
題
が
も
ち
あ
が
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
D
類
と
A
類
と
の
差
異

は
、
訓
詰
の
後
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
引
用
文
の
用
例
と
し
て
の
存
在
意
義
の
有
無
の
み
で
あ
る
の
だ
か
ら
。

-257-
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し
か
し
な
が
ら
、
経
以
外
の
書
物
か
ら
の
引
用
で
、

A
類
か

D
類
か
区
制
し
難
い
例
は
皆
無
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
件
は
本
論
文
に
お
い

て
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
全
体
を
見
る
と
、

用
例
を
伴
わ
な
い
訓
詰
が
大
量
に
存
在
し
て
い

る

C
類
・

D
類
の
引
用
は
、

王
逸
の
ど
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、

王
逸
の
注
釈
に
は
二
十
六
種
の
書
物
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

C
類
・

D
類
に
属
す
る
引
用
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
八
種
の
み
で

あ
る
。
即
ち
『
詩
経
』
、
『
書
経
』
、
『
易
経
』
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
、
『
孝
経
』
、

『ム岡五明=、

三
-
"
=
=
目
』

『
司
馬
法
』
、
『
外
伝
』
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、

C
類
の
引
用
各
一
回
の
み
の
『
司
馬
法
』
、
『
外
伝
』
以
外
は
、

全
て
経
に
属
し
て
い
る
。
更
に

C
類
の
引
用
一
回
の
『
孝



経
』
を
除
け
ば
、
第
一
節
で
指
摘
し
た
特
に
引
用
回
数
の
多
い
書
物
に
集
中
し
て
い
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
五
種
の
書
物
か
ら
の

引
用
数
が
多
い
の
は
、

C
類
・

D
類
の
引
用
が
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
事
実
に
留
意
し
た
上
で
、
ま
ず
本
文
と
注
釈
中
の
引
用
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
般
的
な
考
察
を
行
な
う
。

B
類
に
お
い
て
は
、
本
文
は
典
故
で
あ
る
引
用
書
に
依
拠
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

A
類
に
お
い
て
も
、
本
文
中

で
言
及
さ
れ
る
事
物
の
多
く
は
引
用
さ
れ
た
書
物
に
よ
っ
て
作
者
の
知
る
所
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
た
本
文
は
引
用
書
に

依
存
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
A
類
・

B
類
の
引
用
書
と
本
文
と
の
関
係
は
上
下
関
係
と
考
え
ら
れ
る
。

宮野 r楚辞章句』引書考

一
方

C
類
は
本
文
と
引
用
文
と
の
内
容
上
の
対
応
、

D
類
は
本
文
と
引
用
文
と
の
表
現
上
の
対
応
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
C
類
に
お
け
る
本
文
と
引
用
文
と
の
対
応
の
実
態
は
、
具
体
的
な
内
容
を
捨
象
し
た
一
般
的
な
水
準
で
の
一
致
の
み
で
あ
る
。
ま
た

D
類
で
の
本
文
と
の
引
用
文
と
の
関
係
は
、
典
故
で
も
な
く
、
本
文
に
対
す
る
訓
詰
の
根
拠
と
し
て
有
意
義
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
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従
っ
て

C
類
・

D
類
に
お
い
て
は
、
本
文
と
引
用
書
と
は
、
対
応
し
て
は
い
る
が
、
依
存
関
係
に
は
な
い
。

つ
ま
り
同
列
の
存
在
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

C
類
・

D
類
の
引
用
は
、
本
文
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
注
釈
本
来
の
機
能
は
甚
だ

微
弱
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
C
類
・

D
類
の
性
格
と
、
本
節
の
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、

C
類
・

D
類
に
属
す
る
引
用
は
、
引
用
回
数
が
突
出
し
て
多

し、

『
詩
経
』
と
経
に
属
し
て
引
用
回
数
の
比
較
的
多
い
書
物
か
ら
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
、
更
に
第
一
節
で
指
摘
し
た
よ
う

に
、
王
逸
は
『
楚
辞
章
句
』
序
及
び
「
離
騒
経
章
句
」
序
で
重
ね
て
「
離
騒
」
が
『
詩
経
』
と
対
等
な
存
在
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ

C
類
・

D
類
の
引
用
は
、
寸
離
騒
」
が
『
詩
経
』
と
同
等
な
経
で
あ
る
と
い
う
王
逸
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
挙

と
、
を
考
え
併
せ
る
と
、

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



回

前
節
末
に
お
い
て
提
出
し
た
仮
説
は
、
王
逸
自
身
の
発
言
に
よ
っ
て
部
分
的
な
が
ら
裏
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

王
逸
『
楚
辞
章
句
』
序
に
云
う
。

夫
「
離
騒
」
之
文
、
依
託
五
経
以
立
義
罵
。

No.1 

a
「
帝
高
陽
之
苗
育
」
、
則
「
蕨
初
生
民
、
時
惟
萎
鯨
」
也
。

b

「
籾
秋
蘭
以
為
侃
」
、
則
「
将
鞠
将
朝
、
侃
玉
攻
嘱
」
也
。

Vol. 11 

C

「
夕
撹
洲
之
宿
葬
」
、
則
『
易
』

寸
潜
竜
勿
用
」
也
。

1990 

d

「
綱
玉
札
而
乗
驚
」
、
則
「
時
乗
六
竜
以
御
天
」
也
。

e
寸
就
重
華
而
轍
詞
」
、
則
『
尚
書
』
M

告
訴
之
謀
議
也
。

-259-

鹿児島女子大学研究紀要

f

「
発
昆
忠
岡
而
渉
流
沙
」
、
則
「
爵
貢
」
之
敷
土
也
。

こ
の
文
章
は
、
後
漢
の
班
固
が
そ
の
寸
離
騒
」
序
に
お
い
て
、
「
離
騒
」
に
つ
い
て
「
謂
之
兼
『
詩
』
風
・
雅
、

而
与
日
月
争
光
、
過

失
!
」

つ
ま
り
『
詩
経
』
と
同
等
で
は
な
い
、

と
論
拠
を
挙
げ
つ
つ
断
定
し
た
の
に
対
し
て
、
王
逸
が
逐
条
的
に
反
駁
を
加
え
た
件
り
の

一
部
で
あ
る
。
班
固
の
「
離
騒
」
序
に
お
い
て
、
「
離
騒
」
の
内
容
が
「
多
称
昆
祷
・
冥
婚
窓
妃
虚
無
之
語
、
皆
非
法
度
之
政
、
経
義
所

(6) 

載
」
と
論
じ
た
部
分
に
対
応
し
て
い
る
。

と
い
、
つ
こ
と
は
、

王
逸
の
こ
の
文
章
は
「
離
騒
」
の
内
容
が
「
法
度
之
政
、
経
義
所
載
」
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
も
の
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
「
離
騒
」
が
「
兼
『
詩
』
風
・
雅
、

而
与
日
月
争
光
」

つ
ま
り
『
詩
経
』
と
同
等
の
経
で
あ
る
、

と
い
う
主
張
の
論
拠
で
も
あ

る
そ
れ
で
は
王
逸
が
挙
げ
た
「
離
騒
」
と
経
と
の
対
応
の
例

a
i
f
を
検
討
す
る
。



a
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
『
詩
経
』
大
雅
・
生
民
、

b
で
は
『
詩
経
』
鄭
風
・
有
女
同
車
、

d 
で

c
で
は
『
易
経
』
の
乾
の
初
九

は
同
じ
く
乾
の
象
伝
、

e
で
は
『
室
目
経
』
皐
陶
謀
、

f
で
は
『
書
経
』
爵
貢
で
あ
る
。
正
に
『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
中
に
お
い
て
引
用
回

数
が
多
い
書
物
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
ら
は

『
楚
辞
章
句
』

の
注
釈
中
に
引
用
さ
れ
た
書
物
の
中
で
は
数
少
な
い
、

C
類
・

D
類
の
引
用

が
行
わ
れ
た
書
物
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
「
離
騒
」
の
句
と
経
と
の
関
係
は

一
見
し
て
明
ら
か
に

C
類
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、

注
釈
中
に
お
け
る
経
か
ら
の

C
類
の
引
用
、
換
言
す
れ
ば
楚
辞
本
文
と
経
と
の
同
列
の
対
応
の
提
示
、

は
本
文
と
引

宮野 r楚辞章句』引書考

用
さ
れ
た
経
と
の
同
等
性
を
根
拠
づ
け
得
る
と
王
逸
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
一
つ
論
ず
べ
き
こ
と
が
残
っ
て
い
る
。

王
逸
は
、
「
離
騒
」
は
『
詩
経
』
と
同
等
な
経
で
あ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

騒
」
経
の
伝
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
楚
辞
本
文
と
経
と
の
同
等
性
を
示
す
は
ず
の

C
類
・

D
類
の
引
用
が
、
実
は
「
離

-260一

『
楚
辞
章
句
』
所
収
の
楚
辞
作
品
は
「
離

騒
」
の
注
釈
中
だ
け
で
な
く
『
楚
辞
章
句
』
全
体
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
し
て
小
さ
か
ら
ぬ
矛
盾
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ

、7
0し

か
し
な
が
ら
、
伝
と
は
経
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
経
と
伝
と
は
内
容
的
に
一
致
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、

そ

の
結
果
、
伝
を
経
と
同
列
に
扱
う
例
は
『
易
』

の
十
翼
、
『
春
秋
』

の
三
伝
を
初
め
と
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

守
一
楚
辞
章
句
L

引

書

褒

一
、
こ
の
表
は

四
部
備
要
本
『
楚
静
補
注
』
を
底
本
と
し
た
。

一
、
こ
の
表
は

『
詩
経
』
以
外
の
引
用
書
を
輯
録
し
た

I

『
楚
辞
章
句
』
引
群
書
表
と
、
『
詩
経
』

の
引
用
を
抽
出
し
た
H

『
楚
辞
章



句
』
引
詩
表
と
か
ら
な
る
。

一、

I
表
は
、

王
逸
の
挙
げ
た
書
名
の
、
常
用
漢
字
に
よ
る
筆
画
順
に
排
列
し
た
。
同
一
書
が
複
数
あ
る
場
合
は
、

そ
の
引
用
の
『
楚
辞

章
句
』
中
で
の
位
置
の
順
に
排
列
し
た
。
但
し
現
行
本
に
見
ら
れ
な
い
引
用
は
、

そ
の
書
物
の
最
後
に
付
し
た
。

一、

H
表
は
、
引
用
文
の
『
毛
詩
』
中
で
の
位
置
の
順
に
排
列
し
た
。
但
し
現
行
『
毛
詩
』
の
中
に
対
応
す
る
詩
句
が
見
出
せ
な
い
場
合

No.1 

は
、
最
後
に
付
し
た
。

Vol. 11 

一
、
表
の
体
裁
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

各
項
目
は
原
則
と
し
て
二
行
か
ら
な
る
。

一
行
目
に
は
、

I
、
H
表
を
通
じ
て
の
通
し
番
号
を
つ
け
、
注
の
対
象
と
な
っ
た
楚
辞
の

1990 

本
文
を
挙
げ
、
最
後
に
注
の
住
置
を
四
部
備
要
本
の
巻
数
・
葉
数
の
数
字
と
表
裏
を
示
す

a
b
と
で
表
示
し
た
。

二
行
自
に
は
注
釈
中
か
ら
抽
出
し
た
引
用
及
ぴ
必
要
に
応
じ
て
そ
の
前
後
の
注
釈
を
挙
げ
、

そ
の
後
に
そ
の
引
用
の
現
行
本
で
の
位
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置
を
可
能
な
範
囲
で
表
示
し
た
。



『
楚
辞
章
句
』
引
群
書
褒

宮野 r楚辞章句』引書考

山
海
経

I

一
蛇
呑
象
蕨
大
何
如

3
・
9
a

山
海
経
云
南
方
有
霊
蛇
呑
象
三
年
然
後
出
其
骨
(
海
内
南
経
)

2

仰
羽
人
於
丹
丘
分

5
・
5
a

山
海
経
吾
一
同
有
羽
入
国
不
死
之
民
(
大
荒
南
経
、
海
外
南
経
)

3

絶
都
広
以
直
指
令
J
M
-
m
b

山
海
経
日
都
広
在
西
南
其
城
方
三
百
里
蓋
天
地
之
中
也
(
海
内
経
)

4

劇
玉
札
以
秦
驚
分

l
-
m
a

山
海
経
一
五
驚
身
有
五
采
而
文
如
鳳

外

伝

5

各
輿
心
而
嫉
炉

1
・
9
b

謂
与
己
不
同
則
各
生
嫉
炉
之
心
推
奔
清
潔
使
不
得
用
也
故
外
伝
日
太
山
之

鴎
鳴
嚇
鴛
雛
此
之
謂
也
(
荘
子
・
秋
水
)

司
馬
法

6

催
王
行
其
仁
義
守
荊
文
籍
而
徐
亡
日
・

4
a

故
司
馬
法
日
困
難
強
大
忘
戦
必
危
蓋
謂
此
也
(
仁
本
)

左
氏
伝

7

啓
九
弁
与
九
歌
分

1
・
M
M
b

左
氏
伝
日
六
府
三
事
謂
之
九
功
九
功
之
徳
皆
可
歌
也
謂
之
九
歌
水
火
金
木

土
穀
謂
之
六
府
正
徳
利
用
厚
生
謂
之
三
事
(
文
公
七
年
)

8

羽
汗
淫
遊
以
侠
敗
号
:
:
:
厭
首
用
夫
顛
隙

1
・
U
b

自
此
以
上
葬
湊
寒
泥
事
皆
見
於
左
氏
伝
(
裏
公
四
年
)

9
五
日
使
腐
神
占
之
分
4
・
4
b

属
神
蓋
蕩
鬼
也
左
伝
白
血
目
候
夢
大
腐
樽
膚
而
踊
也
(
成
公
十
年
)

日
監
陸
離
此
一
一

9
・
H
a

監
好
貌
也
左
氏
伝
日
宋
華
督
見
孔
父
之
妻
目
逆
而
送
之
日
美
而
讃
(
桓
公

元
年
)

日
与
王
趨
夢
4
7
課
後
先
9
・

u
b

夢
沢
中
也
楚
人
名
沢
中
為
夢
中
左
氏
伝
日
楚
大
夫
闘
伯
比
与
語
公
之
女
淫

而
生
子
奔
諸
夢
中
(
宣
公
四
年
)

ロ
伊
伯
庸
之
末
宵
今
日
・

2
a

由
同
後
也
左
氏
伝
日
戎
子
駒
支
四
岳
之
碕
宵
也
(
裏
公
十
四
年
)

日
吸
精
粍
而
吐
気
濁
分
凶
・

2
a

気
悪
気
也
左
氏
伝
日
楚
気
甚
悪
(
嚢
公
二
十
七
年
)

礼
M

字
余
日
霊
均

1
・
4
a

礼
日
子
生
三
月
父
親
名
之
既
冠
而
字
之

E
E』
司

円

M

占

A

T

E

E

日
何
獣
能
当
日

3
・
8
a

礼
記
日
狸
狸
能
畳
一
回
不
離
禽
獣
也
(
曲
礼
)

伝
日
胡
敏
夫
河
伯

3
・
n
b

伝
日
河
伯
化
為
臼
竜
遊
子
水
芳
奔
見
敏
之
紗
其
左
目
河
伯
上
訴
天
帝
日
為

我
殺
奔
天
帝
日
爾
何
故
得
見
歎
河
伯
日
我
時
化
為
白
竜
出
遊
天
帝
日
使
汝

深
守
神
霊
葬
何
従
得
犯
汝
今
為
虫
獣
当
為
入
所
数
回
其
{
且
也
葬
何
罪
鰍

げ
女
嫡
有
体
執
制
匠
之

3
・
日

a

伝
言
女
嫡
人
頭
蛇
身
一
日
七
十
化

列
仙
伝

凶
器
岨
戴
山
林

何
以
安
之
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3
-
u
b
 



No.1 

列
仙
伝
日
有
巨
霊
之
篭
背
負
蓬
莱
之
山
而
林
舞
戯
治
海
之
中

呂
氏
春
秋

川
口
見
有
械
之
侠
女

1
・
お
b

呂
氏
春
秋
日
有
賊
氏
有
美
女
為
之
高
台
而
飲
食
之
(
音
初
)

轟

干

経

初
惟
庚
寅
五
回
以
降

1
・
3
b

降
下
也
孝
経
日
故
親
生
膝
下
(
聖
治
)

周

官

幻
奏
大
呂
此
一
一

9
・
ロ

a

大
呂
六
律
名
也
周
官
日
舞
雲
門
奏
大
呂
(
大
司
楽
)

幻

定

空

桑

只

日

・

5
a

空
桑
慈
名
也
周
官
云
古
者
絃
空
桑
而
為
意

孟

子

幻
離
婁
徴
悌
A

H

d

4

・

m
a

離
婁
古
明
白
者
也
孟
子
日
離
婁
之
明
(
離
婁
上
)

尚-'

M

忽
吾
行
此
流
沙
4

7

1

・
お

a

尚
書
日
余
波
入
子
流
沙
(
爵
貢
)

お
奏
九
歌
而
舞
詔
分

1
・
お

a

招
九
留
舜
楽
也
尚
書
篇
詔
九
成
是
也
(
皐
陶
諜
)

M
m

戒
六
神
与
構
服

4
・
2
a

六
神
謂
六
宗
之
神
也
尚
書
裡
於
六
宗
(
舜
典
)

幻
待
明
君
其
知
之

4
・
3
a

須
賢
明
之
君
則
知
己
之
忠
也
書
日
知
人
則
哲
(
皐
陶
諜
)

お
指
幡
家
之
西
限
分

4
-
M
a

幡
家
山
名
尚
書
略
家
導
濠
(
扇
貢
)

mm

聾
士
山
介
而
不
忘

4

・
n
a

啓
一
与
也
尚
書
日
譲
子
稜
契
竪
皐
陶
(
舜
典
)

初
隠
岐
山
以
清
江

4
-
M
b

蚊
山
江
所
出
也
尚
書
日
岐
山
導
江
(
市
内
貢
)

況
流
沙
千
里
此
一
一

9
・
3
b

流
沙
沙
流
而
行
也
尚
書
日
余
波
入
於
流
沙
(
爵
貢
)

幻
蘭
芳
仮
此
一
一

9
・

u
b

仮
至
也
書
日
仮
子
上
下
(
晶
克
典
)

お
南
有
炎
千
里
山
・

2
a

炎
火
盛
貌
尚
書
日
火
臼
炎
上
(
洪
範
)

M
A

弱
水
泊
其
為
難
令
J

U
・
2
b

尚
書
日
道
弱
水
至
於
A
口
察
也
(
同
貢
)

お
路
蕩
蕩
其
無
人
今
日
m
・
6
b

蕩
蕩
平
易
貌
也
尚
書
目
玉
道
蕩
蕩
(
洪
範
)

お
コ
一
苗
之
徒
以
放
逐
4
7
M
m

・
幻
b

三
苗
尭
之
候
臣
也
尚
書
日
議
三
苗
於
三
危
(
舜
典
)

幻

護

人

議

護

団

-
M
a

議
議
議
言
貌
也
尚
書
日
議
議
靖
言
(
秦
誓
)

犯

容

与

漢

渚

日

・

幻

a

漢
水
名
也
尚
書
日
幡
家
導
議
東
流
為
漢
(
同
貢
)

ぬ
汝
悠
一
予
之

9

・
2
a

筆
卜
問
也
著
日
笈
尚
書
日
決
之
著
亀

尚
書
序

的
五
子
用
失
乎
家
巷
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尚
書
序
回
太
康
失
国
昆
弟
五
人
須
子
洛
納
作
五
子
之
歌
此
侠
篇
也
(
五
子

之
歌
序
)

H
U

説
操
築
於
傍
巌
4
7

武
丁
用
而
不
疑

1
-
m
b

書
序
日
高
宗
夢
得
説
使
百
工
営
求
諸
野
得
諸
惇
巌
作
説
命
日
疋
侠
篇
也
(
説

命
序
)

易
必
余
固
知
書
官
審
之
為
怠
分

1
・
7
b

審
審
忠
貞
貌
也
易
自
壬
臣
審
審
匪
弱
之
故
(
寒
六
二
)

必
芳
与
沢
其
雑
緩
守

1
・

u
a

芳
徳
之
臭
也
易
日
其
臭
知
蘭
(
繋
辞
上
・
六
章
)

H
H

循
縄
墨
而
不
頗

1
-
m
a

頗
傾
也
:
:
:
易
日
無
平
不
頗
也
(
泰
九
三
)

必
国
無
人
莫
我
知
4
7

ー
・
幻

a

無
人
謂
無
賢
人
也
易
日
関
其
戸
関
其
無
人
(
豊
上
六
・
象
)

必
惹
肴
蒸
号
蘭
藷

2
・
2
b

務
所
以
藷
飯
食
也
易
臼
藷
用
白
茅
也
(
大
過
初
六
・
象
)

U

竜
駕
令
帝
服

2
・
4
b

竜
駕
一
言
雲
神
駕
竜
也
故
易
日
雲
一
従
竜
(
乾
・
文
言
)

川
町
去
君
之
恒
幹

9
・
2
a

幹
体
也
易
日
貞
者
事
之
幹
(
乾
・
文
言
)

ω
悲
太
山
之
為
陸
令
日
・
口

a

陸
城
下
池
也
易
日
城
復
子
陸
也
(
泰
上
六
・
象
)

印
同
音
者
相
和
A
H
J

同
類
者
相
似
日

-
m
b

易
日
方
以
類
豪
物
以
群
分
(
繋
辞
上
・
一
章
)

日
辞
霊
峰
阿
而
隈
志
今
日
・

2
b

隙
堕
也
易
臼
有
限
自
天
(
垢
九
五
・
象
)

臼
狐
雌
吟
於
高
捕
今
日
m
・
8
b

梼
塘
也
易
日
射
隼
子
高
精
之
上
(
解
上
六
・
象
)

日
情
素
潔
於
紐
吊

M
・
9
a

紐
結
束
也
易
日
束
由
巾
斐
(
責
六
五
)

河
図
括
地
象

口
州
連
五
回
道
夫
昆
諸
分
1
・
お
b

河
図
括
地
象
言
昆
忠
岡
在
西
北
其
高
万
一
千
里
上
有
唆
玉
之
樹
也

日
何
所
不
死

3
・
8
b

括
地
象
日
有
不
死
之
国

帯
繋
(
雷
学
漠
『
世
本
考
証
』
に
よ
れ
ば
世
本
の
篇
名
で
あ
る
)

日
帝
高
陽
之
苗
育
4

7

1

・
3
a

高
陽
甑
頑
有
天
下
之
号
也
帝
繋
日
額
項
妻
子
騰
陸
氏
女
而
生
老
憧

閉
山
日
舷
梓
直
以
亡
身
4

7

1

・
日

a

帝
繋
日
甑
項
後
五
世
而
生
鉱

日
刊
就
重
華
而
隙
詞

1
・
w
m
b

帝
繋
日
嘗
受
生
重
華
是
為
帝
舜

ω
恐
高
辛
之
先
我

1
-
m
b

帝
繋
日
高
辛
氏
為
帝
嬰
口
帝
磐
口
次
妃
有
械
氏
女
生
契

春

秋

剖
長
人
何
守

3
・
8
b

長
人
長
秋
春
秋
一
五
防
風
氏
也
福
岡
会
諸
侯
防
風
氏
後
至
子
是
使
守
封
蝋
之
山

也
(
国
語
・
魯
語
下
)

春
秋
考
異
郵

臼
造
旬
始
而
観
清
都
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No.1 

句
始
皇
天
名
也
一
云
旬
始
星
名
春
秋
考
異
郵
日
太
白
名
句
始
如
雄
鶏
也

相
玉
'

m
宣
理
美
之
能
当

1
・

m
b

相
玉
書
言
理
大
六
寸
其
織
自
照

島
大
伝

日
朝
渥
髪
乎
清
盤

1
・
お

a

面
同
大
伝
日
清
盤
之
水
出
崎
峨
之
山

進
商
子

制
夕
余
至
乎
県
圃

1
-
m
b

准
南
子
日
昆
忠
岡
県
圃
維
絶
乃
通
天
(
地
形
)

何
回
総
余
轡
乎
扶
桑

1
・
幻
b

准
南
子
日
日
出
湯
谷
浴
乎
威
池
梯
子
扶
桑
(
天
文
)

伺
朝
五
口
将
済
於
白
水
分

1
・
n
b

准
南
子
号
一
回
白
水
出
昆
祷
之
山
飲
之
不
死
(
地
形
、
今
本
作
丹
水
)

町
タ
帰
次
於
窮
石
令

1
・
M
b

准
南
子
言
弱
水
出
於
窮
石
入
於
流
沙
也
(
地
形
)

伺
康
回
渇
怒
地
何
故
以
東
南
傾

3
・
6
a

康
国
共
工
名
也
准
南
子
一
言
共
工
与
額
頑
争
為
帝
不
得
怒
而
触
不
周
之
山
天

維
絶
地
柱
折
飲
東
南
傾
也
(
天
文
)

ω
増
城
九
重
其
高
幾
里

3
・
6
b

准
南
言
昆
忠
岡
之
山
九
重
其
高
万
二
千
里
也
(
地
形
)

刈
羽
汗
罵
弾
日
烏
罵
解
羽

3
・
9
b

准
南
言
奏
時
十
日
並
出
草
木
焦
枯
発
命
葬
仰
射
十
日
中
其
九
日
日
中
九
烏

皆
死
堕
其
羽
翼
故
留
其
一
日
也
(
本
経
)

口
渉
丹
水
而
舵
勝
今
日
・

2
b
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丹
水
猶
赤
水
也
准
南
言
赤
水
出
昆
忠
岡
也
(
地
形
)

η
高
陽
無
故
而
委
塵
守
口
・

8
b

高
陽
帝
顕
項
也
:
:
:
准
南
子
日
額
項
与
共
工
争
為
帝
(
天
文
)

刀
采
鍾
山
之
玉
英

M
・
2
a

准
南
言
鍾
山
之
玉
焼
之
三
日
其
色
不
変
(
倣
真
)

九
囚
霊
玄
於
虞
淵

M
-
m
b

准
南
一
言
日
出
湯
谷
入
子
虞
淵
(
天
文
)

陵
陽
子
明
経

万
激
正
陽
而
含
朝
霞

5
・
4
a

陵
陽
子
明
経
言
春
食
朝
霞
朝
霞
者
日
始
欲
出
赤
貧
気
也
秋
食
品
柵
陰
論
陰
者

日
没
以
後
赤
貧
気
也
冬
飲
涜
溢
沈
溢
者
北
方
夜
半
気
也
夏
食
正
陽
正
陽
者

南
方
日
中
気
也
弁
天
地
玄
黄
之
気
是
為
六
気
也

爾

雅

祁
タ
始
臨
乎
於
徴
閲

5
・
6
b

爾
雅
日
東
方
之
美
者
有
腎
無
関
之
均
汗
瑛
罵
(
釈
地
)

η
実満{呂此一一

9
・
7
b

宮
猶
室
也
爾
稚
日
宮
謂
之
室
(
釈
{
呂
)

花

王

砲

驚

只

ω
・
2
b

玉
恵
大
蛇
也
爾
雅
日
臨
時
王
蛇
也
(
釈
魚
)

乃
将
去
桑
令
違
遊
日
・

4
b

爾
雅
日
林
桑
君
也
(
釈
詰
)

軸

闇

悟

叩
仰
恐
障
問
名
之
不
立

1
・
9
b

論
語
日
君
子
疾
没
世
而
名
不
称
罵
{
衛
霊
公
)

創

惟

湊

在

戸

3

・
H
a
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湊
古
多
力
者
也
論
日
湊
塗
舟
(
憲
問
)

回
婚
℃
機
而
在
上
分

4
・
6
b

半
、
亦
射
也
論
語
日
中
、
不
射
宿
(
述
而
)

間
有
余
心
其
端
直
品
ワ
難
僻
遠
之
何
傷

4
・
9
a

一
三
日
我
惟
行
正
直
之
心
雄
在
遠
僻
之
域
循
有
益
口
称
無
害
疾
也
故
論
語
日
子
欲

居
九
夷
也
(
子
字
)

ω
凹

魂

AHd帰
来
東
方
不
可
以
託
此
一
一

9
・
2
b

託
寄
也
論
語
日
可
以
託
六
尺
之
孤
(
泰
伯
)

お
士
山
憾
恨
而
不
這
令

HH
・
1
b

憾
亦
恨
也
論
語
日
与
朋
友
共
弊
之
而
無
憾
(
公
冶
長
)

叫
山
著
奈
令
蹄
躍
日
・

2
b

禁
大
亀
也
論
語
臼
威
文
仲
居
察
(
公
冶
長
)

釘
諒
皇
直
之
屈
原
日
・

2
a

諒
信
也
論
語
日
君
子
貞
而
不
諒
(
衛
霊
公
)

ω
∞
乗
干
将
以
割
肉

m
-
m
b

論
語
日
割
難
駕
用
牛
刀
(
陽
貨
)

同
僅
沢
潟
以
豹
都
品
H
J
M
-
m
b

敏
明
革
也
論
語
日
虎
豹
之
締
(
顔
淵
)

卯
綴
鬼
谷
於
北
辰

M
-
m
u
a

北
辰
北
極
星
也
論
語
臼
誓
如
北
辰
居
其
所
而
衆
星
扶
之
(
為
政
)

引
惟
夫
党
人
之
徐
楽
分

1
・
7
a

党
朋
也
論
語
日
朋
而
不
党

92 

H

『
楚
辞
章
句
』
引
詩
褒

子
慕
子
守
善
窃
案

2
-
m
a

窃
実
好
貌
詩
日
窃
実
淑
女
(
周
南
・
関
雌
)

回
憂
心
展
転
問
山
・
口
b

展
転
不
籍
貌
詩
云
展
転
反
側
(
周
南
・
関
雄
)

川
円
相
明
助
労
而
嬉
惇

M
M

・
お

a

痔
病
也
詩
云
我
馬
痔
尖
(
周
南
・
巻
耳
)

回
葛
革
薬
於
桂
樹
4
7
M
-
m
b

首
醐
葛
荒
也
藁
縁
也
詩
日
葛
革
義
之
(
周
南
・
穆
木
)

M
刊
呉
酸
蕎
萎
日
・

4
a

萎
香
草
也
詩
日
善
一
同
采
其
重
也
(
周
南
・
漢
広
)

W

登
大
墳
以
遠
望
4
7
4
・

u
a

水
中
古
向
者
為
墳
詩
日
遵
彼
汝
墳
(
周
南
・
汝
墳
}

mm

羨
余
術
今
可
夷
日
・
M
M
b

詩
云
既
見
君
子
我
心
則
夷
夷
喜
也
(
召
南
・
草
虫
)

mm

甘
裳
枯
於
豊
草
4
H
d
m
・
M
m
a

甘
裳
杜
也
詩
一
五
蔽
士
巾
甘
業
(
召
南
・
甘
裳
)

m
霧
宵
晦
以
紛
紛

m
-
H
H
a

宵
夜
也
詩
云
粛
薪
宵
征
(
召
南
・
小
星
)

即
夜
秋
秋
而
不
世
称
号

5
・
1
b

秋
秋
猶
倣
倣
不
自
称
貌
也
詩
云
欧
秋
不
稼
(
郡
風
・
柏
舟
)

問
執
能
思
而
不
隠
A
H
J
4
・
お
b

隠
憂
也
詩
日
知
有
隠
憂
(
都
風
・
柏
舟
)

m
何
子
生
之
不
遜
時
日
比
・

1
b

遁
遇
也
詩
云
遜
関
既
多
(
都
風
・
柏
舟
)

山
山
延
件
乎
吾
将
反

1

・
u
a

作
立
貌
詩
日
伶
立
以
泣
(
都
風
・
燕
燕
)
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No.l 

山
山
結
桂
枝
分
延
狩

2

・
u
b

掛
町
立
也
詩
日
狩
立
以
泣
(
都
風
・
燕
燕
)

附
径
淫
時
而
道
墾
日
・

3
a

淫
時
間
味
也
詩
云
不
日
有
暗
(
都
風
・
終
風
)

川
順
凱
風
以
従
遊
号

5
・
4
b

南
風
日
凱
風
詩
日
凱
風
自
南
(
都
風
・
凱
風
)

問
時
遅
遅
其
日
進

m
-
m
b

遅
遅
行
貌
詩
云
行
道
遅
遅
(
都
風
・
谷
風
、
小
稚
・
采
被
)

問
執
組
者
不
能
制
今
日
・

6
b

執
組
猶
織
組
也
織
組
者
動
之
於
此
而
成
文
於
彼
善
御
者
亦
動
之
於
手
而
尽

馬
力
也
詩
云
執
轡
知
組
(
都
風
・
簡
号
、
鄭
風
・
大
叔
子
回
)

m
志
隠
隠
而
穆
悌
今
日
m
-
u
b

隠
隠
憂
也
詩
一
五
憂
心
隠
隠
(
都
風
・
北
門
)

山
江
湘
油
油

m
-
U
b

油
油
流
貌
也
詩
云
河
水
油
油
(
衛
風
・
碩
人
)

山
泣
下
漣
漣

m
-
m
a

漣
漣
流
貌
也
詩
云
泣
沸
漣
漣
(
衛
風
・
頃
)

山
魂
中
道
而
無
杭

4
・
4
b

杭
度
也
詩
日
一
葦
杭
之
(
衛
風
・
河
広
)

山
登
喰
』
叫
以
長
企
令
望
南
部
而
閥
之

vm
・日目
b

企
立
貌
詩
云
企
予
望
之
(
衛
風
・
河
広
)

出
願
時
日
之
顕
行
令

8
-
H
b

日
以
喰
君
詩
一
五
果
呆
出
日
(
衛
風
・
伯
分
)

川
望
瑠
台
之
優
寓
足
分

1
・
お
b

石
次
玉
日
曜
哨
詩
日
報
之
以
現
時
哨
(
衛
風
・
木
瓜
)
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山
稽
席
令
玉
現

2
・
2
b

務
石
之
次
玉
者
詩
云
報
之
以
南
恒
稽
(
衛
風
・
木
瓜
)

山
山
中
置
濫

m
-
u
a

世
血
艦
車
声
也
詩
一
五
大
車
産
樟
(
王
風
・
大
車
)

m
謬
鋳
鳴
分
琳
浪

2

・
2
b

鋳
掴
剛
声
也
詩
日
侃
玉
鋳
鋳
(
鄭
風
・
有
女
同
車
)

m
商
施
提
健
而
不
得
見
守
口
・

9
a

提
提
好
貌
也
詩
日
好
人
提
健
也
(
貌
風
・
葛
履
}

山
願
託
志
乎
素
餐

8
-
m
a

詩
云
彼
君
子
分
不
素
餐
号
謂
居
位
食
禄
無
有
功
徳
名
目
素
餐
也
(
貌
風
・

伐
檀
)

山
懐
椴
聯
之
薮
衰
4
7

日

-
M
a

板
柳
香
草
也
詩
日
板
柳
且
(
唐
風
・
板
柳
)

m
酵
姦
柏
4
7
恵
綱

2

・
6
a

綱
縛
束
也
詩
日
網
怨
束
楚
是
也
(
唐
風
・
綱
謬
)

凶
左
怯
詮
於
樽
桑

M

・
3
b

怯
袖
也
詩
云
主
山
菜
豹
桧
{
唐
風
・
主
山
菜
)

凶

乗

竜
A
H
J

憐
憐

2
-
m
b

燐
隣
車
声
詩
一
五
有
車
隣
憐
也
(
秦
風
・
車
郷
)

m
曽
不
知
夏
之
為
丘
分

4
・

u
a

夏
大
殿
也
:
:
:
詩
云
於
我
乎
夏
屋
渠
渠
(
秦
風
・
権
輿
)

山
冬
有
突
度

9
・
6
a

慶
大
屋
也
詩
云
於
我
乎
夏
屋
渠
渠
(
秦
風
・
権
輿
)

問
怨
霊
惰
之
浩
蕩
守

1
・
u
b

浩
猶
浩
浩
蕩
猶
蕩
蕩
無
思
慮
貌
也
詩
日
子
之
蕩
分
(
陳
風
・
宛
丘
)
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四
披
華
裳
令
芳
背
骨
日
・

5
b

徐
曳
文
衣
動
馨
香
也
詩
日
婆
裟
其
下
(
陳
風
・
東
門
之
扮
)

m
響
朝
詳
而
タ
替

1

・
n
b

詳
諌
也
詩
日
韓
予
不
顧
(
陳
風
・
墓
門
)

印
刷
遁
這
守
容
与

2
・
8
b

遁
進
遊
戯
也
詩
日
狐
薬
治
這
(
槍
風
・
莱
蓑
)

印
紛
鯖
旋
乎
都
房

8

・
6
a

持
続
盛
貌
詩
云
跨
脆
其
華
(
槍
風
・
陳
有
蔓
楚
)

m
結
桂
樹
之
持
続
分
間
山
・
日
b

持
続
盛
貌
詩
云
路
線
其
筆
(
檎
風
・
腺
有
蔓
楚
)

山
東
風
瓢
号
神
霊
雨

2
-
n
a

瓢
風
貌
詩
日
匪
風
瓢
今
(
檎
風
・
陸
風
)

凶

暴

土

鷲

於

中

字

路

-
m
a

鷲
釜
也
詩
云
獄
之
釜
鷲
(
槍
風
・
匪
風
)

m
情
慨
慨
而
長
懐
令
日

-
u
a

慨
慨
歎
貌
也
詩
云
慨
我
籍
歎
(
曹
風
・
下
泉
)

即

徴

霜

降

之

蒙

蒙

日

-
M
a

蒙
蒙
盛
貌
詩
云
零
雨
其
蒙
(
幽
風
・
東
山
)

m
孔
静
幽
黙

4
-
m
a

孔
甚
也
詩
日
亦
孔
之
将
(
幽
風
・
破
斧
、
小
稚
・
正
月
)

m
鹿
鳴
求
其
友
日

-
m
b

詩
日
:
:
:
又
日
嚇
嚇
鹿
嶋
食
野
之
卒
(
小
雅
・
鹿
鳴
)

凶
願
仮
餐
以
好
憂
令
日

-
m
m
a

笠
中
有
舌
日
饗
詩
云
吹
笠
鼓
筈
(
小
雅
・
鹿
喝
)

凶
往
来
俄
依
些

9
・
4
b
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銑
伐
往
来
声
也
詩
日
銑
依
征
夫
(
小
稚
・
皇
皇
者
華
)

凶
飛
鳥
号
其
群
今
日
・
日
b

詩
日
哩
其
鳴
失
求
其
友
声
(
小
稚
・
伐
木
)

凶
献
歳
発
春
分
泊
五
口
南
征
事
裁
斉
葉
分
自
主
生

9

・m
m
a

言
屈
原
放
時
事
裁
之
草
其
薬
適
斉
白
韮
萌
芽
方
始
欲
生
拠
時
所
見
自
傷
哀

也
猶
詩
云
昔
我
往
失
楊
柳
依
依
(
小
雅
・
采
被
)

凶
訊
九
魁
与
六
神

m
-
u
a

訊
問
也
詩
云
執
訊
獲
醜
(
小
稚
・
出
車
、
小
稚
・
采
芭
)

凶
吸
一
湛
露
之
浮
源
今

4
-
M
b

湛
厚
也
詩
臼
湛
湛
露
斯
(
小
雅
・
湛
露
)

川
婦
女
髪
A
H
J

陽
之
阿

2
・
日
b

晴
乾
也
詩
日
匪
陽
不
崎
(
小
雅
・
湛
露
)

山
浩
楊
舟
於
会
稽
分
時

-
m
b

楊
木
名
也
詩
云
汎
汎
楊
舟
(
小
雅
・
脊
脊
者
義
、
小
雅
・
采
薮
)

凶
夷
憲
章
之
酒
濁
日
・
日

a

意
憲
無
礼
義
貌
也
詩
云
宏
爾
蛮
荊
(
小
稚
・
采
芭
)

別
覧
韮
圃
之
進
議

M
-
u
-
b

園
野
樹
也
詩
云
東
有
圃
草
(
小
雅
・
車
攻
)

m
駒
勧
労
而
痔
柑
仲
間
四
・
お

a

助
亦
労
也
詩
云
励
労
於
野
(
小
雅
・
鴻
属
)

m
歩
余
馬
於
蘭
皐
分

1
・
u
b

沢
曲
目
皐
詩
云
鶴
鳴
子
九
皐
(
小
稚
・
鶴
鳴
)

印
鑑
両
輪
守
勢
四
馬

2
-
n
b

襲
紳
也
詩
日
繁
之
維
之
(
小
雅
・
白
駒
)

間
夫
何
犠
独
而
不
予
聴

1
-
m
a



犠
孤
也
詩
日
哀
此
犠
独
(
小
雅
・
正
月
)

出
耀
霊
峰
而
西
征

5
・
3
b

霊
嘩
電
貌
詩
一
五
嘩
嘩
震
電
(
小
稚
・
十
月
之
交
)

印
綬
酒
不
廃

9
・
u
a

或
日
綬
酒
不
発
発
旦
也
詩
云
明
発
不
綜
(
小
雅
・
小
宛
)

m
仮
療
分
怒
斯
日
・

3
a

不
脱
冠
帯
而
臥
日
仮
綜
詩
云
仮
篠
永
歎
(
小
雅
・
小
弁
)

山
城
傷
病
只

m
-
2
b

賊
短
狐
也
詩
一
五
為
鬼
為
蛾
(
小
稚
・
何
人
斯
)

m
何
周
道
之
平
易
今
日
・

8
b

詩
日
周
道
如
砥
其
直
如
矢
(
小
雅
・
大
東
)

m
征
夫
労
於
周
行
守
山
山
・

9
a

行
道
也
詩
云
苔
苔
公
子
行
彼
周
道
(
小
雅
・
大
東
)

削
執
契
契
而
委
棟
守
日

-
u
a

契
契
憂
貌
也
詩
云
契
契
籍
歎
(
小
雅
・
大
東
)

山
立
長
庚
以
継
日
時

-
m
m
a

長
庚
星
名
也
詩
云
西
有
長
庚
(
小
稚
・
大
東
)

即
魂
谷
容
而
独
遊
日
・

8
a

血
甘
晶
甘
顧
貌
詩
云
谷
容
懐
顧
(
小
稚
・
小
明
)

問
蔓
菜
苑
以
盈
室
分

1
・日・
b

輩
貫
羨
泰
也
:
:
:
詩
日
楚
楚
者
養
(
小
雅
・
楚
茨
)

胤
饗
土
議
於
中
字

M
-
m
a

曇
炊
竃
也
詩
云
執
奏
庖
趨
(
小
雅
・
楚
茨
)

悶
播
江
離
与
滋
菊
分

4
-
7
a

播
種
也
詩
日
播
朕
百
穀
(
小
稚
・
大
田
、
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周
碩
・
嘘
晴
、

載
菱
、

良
紹
)

別
以
娯
土
日
只
日
・

6
b

土
日
夜
也
詩
云
楽
酒
今
昔
(
小
雅
・
頒
弁
)

即
若
青
蝿
之
偽
質
4
7

日
・

9
b

青
蝿
変
臼
使
黒
変
黒
成
白
以
喰
議
一
依
詩
一
五
営
営
青
蝿
(
小
稚
・
青
蝿
)

別
売
彼
青
青

m
-
m
b

発
盛
貌
也
詩
云
有
売
者
柳
(
小
雅
・
莞
柳
)

問
萎
背
事
務
以
盈
室
分

1
・
M
M
b

菜
王
努
也
:
:
:
詩
日
:
:
:
又
日
終
朝
采
茶
(
小
稚
・
采
縁
)

m
雑
驚
鶴
只

ω
・
7
b

驚
鶴
剖
踊
驚
也
詩
云
有
驚
在
梁
(
小
稚
・
白
華
)

山
時
査
査
而
過
中
品
H
J
8
・
3
a

-
畳
査
進
貌
詩
云
査
査
文
王
(
大
稚
・
文
王
)

m
蒼
烏
群
飛

3
・
川
口

a

言
武
王
伐
対
将
帥
勇
猛
如
鷹
鳥
群
飛
・
:
:
詩
日
惟
師
尚
父
時
惟
鷹
揚
也

(
大
雅
・
文
明
)

m
忽
奔
走
以
先
後
分

1
・
7
b

奔
走
先
後
四
輔
之
職
也
詩
日
予
掌
有
奔
走
予
孝
有
先
後
是
之
謂
也
(
大
稚

.
係
)

問

沼

水

深

今

回

-
u
a

沼
池
也
詩
云
王
在
霊
沼
(
大
稚
・
霊
台
)

同
藤
陵
謂
之
不
章

4
・
目
b

藤
盲
者
也
詩
一
五
瞭
陵
奏
公
(
大
稚
・
霊
台
)

m
及
前
王
之
腫
武

1
・
7
a

武
跡
也
詩
日
履
帝
武
敏
歓
(
大
雅
・
生
民
)

間
投
之
於
泳
上
鳥
何
煉
之

3
・

n
a
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一
言
美
鯨
以
后
稜
無
父
而
生
奔
之
於
泳
上
有
烏
以
翼
覆
薦
之
以
為
神
乃
取
而

養
之
詩
日
誕
貨
之
寒
泳
烏
覆
翼
之
(
大
稚
・
生
民
)

m
失
塵
蓮
此
一
一

9
・
6
b

鐘
席
也
詩
云
鯵
蓬
設
机
(
大
雅
・
行
葦
)

m
吾
将
以
為
類
A
H
d
4
-
n
b

類
法
也
詩
云
永
錫
爾
類
(
大
稚
・
既
酔
)

捌
精
現
康
以
為
様

1
・
お
b

根
糧
也
詩
一
石
乃
裏
鍛
糧
(
大
雅
・
公
劉
)

山
議
夫
講
義
而
漫
著
今
日
・

3
a

講
義
盛
多
貌
也
詩
一
五
議
議
王
多
吉
土
(
大
雅
・
巻
阿
)

脱
服
覚
時
以
殊
俗
守
同
・
幻
b

覚
較
也
詩
云
有
覚
徳
行
(
大
雅
・
抑
)

出
僅
王
行
其
仁
義
守
荊
文
籍
而
徐
亡
日
・

4
a

徐
催
王
国
名
也
周
宣
王
之
男
申
伯
所
封
也
詩
日
申
伯
番
番
既
入
子
徐
(
大

雅
・
出
松
高
)

胤
麗
而
不
奇
此
一
一

9
・
H
a

不
奇
奇
也
猶
詩
一
五
不
顕
文
王
不
顕
顕
也
(
周
頒
・
維
天
之
A
叩
)

郎

欲

酌

種

以

娯

憂

分

団

-
H
a

盟
理
酒
也
詩
云
為
酒
為
醒
(
周
頒
・
豊
年
、
載
斐
)

附
朕
皇
考
日
伯
庸

1
・
3
b

父
死
称
考
詩
日
既
右
烈
考
(
周
頒
・
雄
)

即
転
義
差
与
嚢
荷

m
-
n
b

転
蒋
也
詩
云
千
穂
其
転
(
周
頒
・
載
斐
)

胤

回

邑

千

珍

m
-
8
b

珍
田
上
道
也
:
:
:
詩
云
但
際
祖
吟
(
周
頒
・
載
斐
)

問
見
有
餓
之
侠
女

1
・
お

b

詩
日
有
賊
方
将
帝
立
子
生
商
(
商
頒
・
長
発
)

別
回
煩
言
不
可
結
詰
号

4
-
4
a

諮
遺
也
詩
日
訟
我
徳
音
也

問

砥

室

翠

麹

9
・
6
b

砥
石
名
也
詩
日
其
平
如
砥
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i主

No.1 

ω
輯
録
の
対
象
は
四
部
備
要
本
『
楚
辞
補
注
』
の
巻
一
か
ら
巻
十
六
ま
で
の
王
逸
の
注
釈
と
し
て
、
巻
十
七
「
九
思
」
の
注
釈
は
含
め
な
い
。

忠
」
の
注
が
王
逸
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
、
顧
炎
武
『
日
知
録
』
巻
二
七
・
楚
辞
注
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
四
部
備
要
本
と
『
文
選
』
李
善
注
に
引
か
れ
た
王
逸
注
と
を
校
勘
す
る
と
、
引
用
書
に
つ
い
て
も
異
同
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
論
文

で
は
『
楚
辞
章
句
』
を
全
体
的
に
考
察
す
る
た
め
、
こ
の
問
題
は
取
上
げ
な
い
こ
と
と
し
た
。

ω
こ
れ
は
実
は
『
春
秋
』
経
で
は
な
い
。
引
書
表
@
参
照
。

同
丸
で
囲
ん
だ
数
字
は
『
楚
辞
章
句
』
引
書
表
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
以
下
、
『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
中
の
引
用
書
の
例
の
出
所
は
、
こ
の
通
し
番
号

で
表
示
す
る
。

附
本
文
と
引
用
文
と
の
一
致
が
2
文
字
以
上
の
場
合
で
も

D
類
と
考
え
得
る
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は

B
類
、
つ
ま
り
表
現
の

み
を
借
用
し
た
典
故
表
現
と
も
見
な
し
得
る
の
で
一
応
除
外
し
た
。

同
拙
稿
「
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て
」
(
「
日
本
中
国
学
会
報
」
ぬ
)
参
照
。

附
拙
稿
「
班
固
と
王
逸
の
屈
原
評
価
に
つ
い
て
」
(
「
九
州
中
国
学
会
報
」
お
)
参
照
。

的
拙
稿
「
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て
」
(
「
日
本
中
国
学
会
報
」
ぬ
)
参
照
。

唱
E
A勾，9u 

九
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〔
平
成
一
克
年
十
月
十
八
日

原
稿
受
付
〕


